


福島県には震災遺産が今も

数多く残されています。 残っ

ているからできること、 残っ

ているうちにしなければなら

ないことがあります。
調 六

早 「どこで何が起きたのか？」

「どこに何があるのか？」

震災遺産のバショの記憶を明らかにするための

所在調査や、 残されているモノの状況調査や記

録採取（写真撮影や計測•平面図作成）を実施

しています。

「誰が何をしたのか？」「何を見たのか？」

聞き取り調査することで、 震災への対応やそれ

までの生活や仕事のようすなど震災遺産をめぐ

るヒトの動きを知ることができます。

a 2011年3月11日、 宮岡町の文化交流センタ ー 「学びの森」に設置された災害対策本部（福島民友新聞社提供）
b 当時の様子がそのまま残された宮岡町災害対策本部跡
c 災害対策本部跡を保全するため現場の計測
d 災害対策本部内の平面図(1番テー ブル）
e 浪江新聞販売センタ ー店主に当時の状況を聞き取り
fいわき市田人地区に現れた活断層を調査
g 南相馬市小高区の津波によって流された舗装道路の状況を調査
h いわき市豊間中学校校舎内をレーザー計測 � 

a富岡町仏浜で被災したパトカーを移送
b富岡町民有志で公園内に設置されたパトカ ーに防錆剤を塗付
cいわき市田人地区の活断陪
d 活断層の断面に剥ぎ取り用の布を接若
e田人中学校の生徒と断面剥ぎ取り

いわき市田人町では、 地域振興協議会が平成
2 3年4月11日の余震で生じた活断層の保全

と活用を目指しており、 本プロジェクトも連携

して研修事業・普及事業と活断層標本の製作を
実施しています。


